
永
禄
期
の
河
野
氏
権
力
と
芸
州

小
早
川
氏
に
よ
る
検
使
の
派
遣

川
　
岡

勉

は
じ
め
に

　
筆
者
は
、
永
禄
期
の
南
伊
予
の
戦
乱
に
つ
い
て
論
じ
た
旧
稿
に
お
い
て
、
永
禄
十

一
年
（
一
五
六
八
）
春
に
道
後
置
（
河
野
氏
の
軍
勢
）
と
芸
州
勢
が
土
佐
一
条
氏
の

軍
勢
と
衝
突
し
た
高
島
の
所
在
地
は
大
洲
（
当
時
の
表
記
で
は
大
津
）
の
南
方
に
あ

た
る
梅
川
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
鳥
坂
合
戦
に
お
け
る
村
上
吉
継

の
役
割
、
小
早
川
隆
景
の
伊
予
渡
海
の
経
過
と
郡
内
地
域
の
情
勢
に
つ
い
て
論
じ

　
　
　た
。
期
せ
ず
し
て
同
じ
時
期
に
発
表
さ
れ
た
石
野
弥
栄
氏
の
論
文
に
お
い
て
も
、
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
の
所
在
地
を
め
ぐ
っ
て
同
じ
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
論
点
に
関
し
て

は
事
実
が
確
定
し
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
さ
て
、
そ
の
後
の
調
査
に
お
い
て
、
筆
者
は
岩
国
徴
古
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
吉
川

家
中
井
寺
社
文
書
』
（
五
）
の
中
に
戦
国
期
の
伊
予
の
動
き
を
伝
え
る
興
味
深
い
史

料
を
確
認
し
た
。
『
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
』
（
一
～
十
）
は
、
岩
国
藩
の
藩
士
や
寺

社
に
伝
来
し
た
古
文
書
や
系
譜
書
な
ど
を
書
写
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
藩

中
諸
家
古
文
書
纂
』
（
一
～
十
六
）
や
『
御
書
感
状
写
』
（
一
・
二
）
な
ど
と
と
も
に
、

正
本
の
失
わ
れ
た
古
文
書
の
写
を
伝
え
て
い
る
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。
し
か
し
、

萩
藩
に
お
け
る
同
様
の
編
纂
史
料
で
あ
る
『
閥
閲
録
』
や
『
譜
録
』
か
ら
古
文
書
を

採
録
し
て
い
る
『
愛
媛
県
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中
世
』
で
も
、
こ
れ
ら
岩
国
藩
の

編
纂
史
料
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
伊
予
の
地
域
史
を
論
じ
る
に
あ
た

っ
て
、
『
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
』
を
扱
っ
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
こ
の
史
料
の
全
文
を
紹
介
し
、
記
載
内

容
の
確
認
を
行
う
。
次
に
、
こ
の
史
料
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
旧
稿
で
論
じ
た
永
禄

末
期
の
河
野
氏
と
芸
州
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
る
。
そ

し
て
最
後
に
、
こ
の
史
料
が
特
に
芸
州
か
ら
伊
予
へ
の
検
使
派
遣
に
関
連
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
使
の
性
格
づ
け
に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

戦
国
期
の
検
使
を
め
ぐ
っ
て
は
、
近
年
、
大
友
氏
に
関
す
る
三
重
野
重
氏
の
研
究
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
利
氏
に
関
す
る
馬
部
隆
弘
氏
の
研
究
が
発
表
さ
れ
、
と
も
に
大
名
権
力
に
よ
る
地

域
支
配
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り

上
げ
る
検
使
の
事
例
も
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
位
置
づ
け
を
考

え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
伊
予
関
係
文
書

　
ま
ず
、
『
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
』
（
五
）
の
「
朝
枝
λ
久
吾
）
家
御
書
写
」

録
さ
れ
た
二
通
の
小
早
川
隆
景
書
状
写
の
全
文
を
示
し
て
お
き
た
い
。

に

収

史
料
A
　
年
未
詳
四
月
三
日
小
早
川
隆
景
書
状
写

　
　
態
申
遣
候
、

　
一
計
源
右
衛
門
尉
・
宗
近
右
衛
門
尉
、
従
道
後
傷
候
、
於
裳
許
強
面
尋
強
意
、
其

　
　
方
被
帰
候
て
物
語
五
辻
、
無
相
富
里
、

　
一
両
方
新
山
悉
可
破
却
候
由
、
速
同
心
候
、
然
問
為
検
使
、
最
前
之
首
尾
二
書
幅

　
　
条
、
其
方
母
指
出
之
由
候
、

　
一
重
見
表
動
付
属
、
平
岡
衆
藩
命
出
癖
条
、
此
検
使
二
も
願
、
先
其
方
、
越
候
へ
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か
し
と
の
儀
候
、

一
大
津
へ
番
衆
、
兎
二
審
お
み
と
ま
不
指
急
候
ヘ
ハ
、
豊
綱
・
大
野
可
仕
執
之
問
、

早
々
指
渡
候
ハ
て
ハ
不
叶
事
之
由
、
垣
賀
・
村
越
同
意
二
申
越
候
間
、
瀬
戸
少

輔
五
郎
頓
可
渡
之
由
、
昨
日
申
遣
候
、

一
道
後
へ
有
賀
渡
海
に
て
、
彼
方
よ
り
の
出
勢
之
趣
、
弥
申
堅
攻
戦
・
、
来
十
六

七
日
重
見
表
三
相
動
之
条
、
片
時
も
早
々
道
後
へ
経
道
渡
に
て
、
双
方
新
山
破

却
、
頓
相
調
可
然
之
由
、
来
島
衆
宮
床
渡
海
に
て
申
事
二
候
、

一
道
後
局
方
よ
り
先
度
七
郎
左
衛
門
計
二
内
状
も
、
又
南
源
・
宗
右
二
今
度
重
畳

被
申
越
候
儀
茂
、
以
後
く
ハ
誰
々
を
も
指
渡
候
へ
、
今
一
と
お
り
の
事
ハ
調

申
送
量
り
よ
し
条
、
有
賀
渡
期
へ
と
の
儀
歴
て
候
、
従
五
竜
此
間
中
之
被
申
事

茂
、
右
之
分
書
、

｝
求
問
、
彼
是
二
候
之
条
、
渡
海
二
候
ハ
・
筆
墨
祝
着
候
、
誠
三
ケ
年
已
来
打
続
、

遥
々
之
渡
海
、
老
足
辛
労
之
段
、
無
宝
亀
候
、
殊
年
内
当
正
月
以
来
先
月
へ
か

け
候
て
、
一
入
之
辛
労
穿
て
逗
留
候
、
又
々
如
此
申
紅
裏
東
霞
、
老
体
之
儀
全

心
、
且
無
分
別
様
に
も
候
、
第
｝
馳
走
苦
労
之
感
を
も
碇
と
た
て
候
ハ
て
、
重

畳
遠
国
へ
の
儀
、
太
儀
難
不
可
有
是
非
候
、
三
ケ
年
之
極
り
、
唯
此
節
候
条
、

同
心
可
為
祝
着
候
、
右
段
之
催
申
得
候
儀
茂
、
片
時
も
指
急
渡
海
承
者
、
無
其

曲
再
再
、
密
夫
相
加
音
、

一
局
方
被
申
様
二
逗
留
さ
せ
候
事
者
あ
る
ま
し
く
候
、
其
儀
ニ
ハ
別
認
可
申
付

候
、
今
度
重
見
表
之
儀
連
声
、
道
後
衆
出
勢
之
調
、
双
方
新
山
破
却
之
儀
、
両

条
相
調
翌
日
可
有
帰
宅
、

一
大
津
之
儀
付
而
、
人
体
之
事
、
其
方
帰
候
以
後
之
問
、
わ
け
も
露
里
候
て
両
人

帰
候
、
此
段
是
又
経
道
渡
海
候
て
ハ
、
局
方
内
証
上
聞
之
儀
候
、
気
力
候
ハ
・
、

何
と
候
て
も
此
度
計
之
渡
海
、
片
心
労
元
二
居
候
ハ
・
、
理
も
可
有
之
候
へ
共
、

左
候
へ
者
、
髪
許
へ
の
往
返
無
日
数
候
間
、
唯
一
と
お
り
の
理
を
以
、
同
心
肝

要
候
、

一
合
力
之
儀
、
申
付
候
、
委
細
両
人
所
よ
り
可
申
遣
手
、
於
時
宜
者
乃
兵
重
畳
可

被
申
談
候
、
謹
言
、

卯
月
三
日

隆
景
公
御
判

　
有
田
加
賀
守
殿

史
料
B
　
元
亀
二
年
九
月
二
十
五
日
小
早
川
隆
景
書
状
写

　
一
有
賀
申
分
暗
事
、
得
其
心
候
、
誠
近
年
打
続
、
三
州
へ
使
馳
走
之
段
、

　
　
候
、
然
問
、
錐
為
少
事
、
可
加
扶
助
候
、
此
趣
可
申
渡
候
、
謹
言
、

　
　
　
元
亀
二

　
　
　
　
九
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
景
公
御
直

直
忘
却

　
以
上
に
掲
げ
た
二
通
の
小
早
川
隆
景
書
状
写
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
史
料
A
に
お
い
て
三
景
が
有
田
加
賀
守
に

申
し
述
べ
た
十
正
条
の
内
容
を
、
逐
語
訳
的
に
現
代
文
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
細

部
に
不
明
な
部
分
が
残
る
も
の
の
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
意
味
に
な
ろ
う
。

①
南
源
右
衛
門
尉
と
宗
近
右
衛
門
尉
の
両
人
が
道
後
よ
り
帰
り
、
笈
許
（
隆
景
の
も

　
と
）
に
参
っ
て
報
告
し
た
内
容
は
、
以
前
に
其
方
（
有
田
加
賀
守
）
が
帰
っ
た
折

　
に
報
告
し
た
内
容
と
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

②
両
方
新
山
を
悉
く
破
却
す
べ
き
件
に
つ
い
て
は
、
隆
景
も
了
解
し
た
。
そ
の
検
使

　
と
し
て
先
刻
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
其
方
（
有
田
）
に
出
向
い
て
も
ら
い
た
い
と

　
の
こ
と
で
あ
る
。

③
重
見
表
の
合
戦
に
平
岡
衆
が
発
向
す
る
件
に
つ
い
て
も
、
検
使
に
は
其
方
（
有
田
）

　
に
出
張
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

④
大
津
へ
番
衆
の
派
遣
を
急
が
な
い
と
宇
都
宮
曲
豆
綱
と
大
野
が
押
さ
え
て
し
ま
う
恐

　
れ
が
強
く
、
早
々
に
派
遣
し
て
も
ら
い
た
い
と
垣
賀
（
垣
生
加
賀
守
）
と
村
越
（
村

　
上
越
後
守
）
が
同
意
し
て
申
し
越
し
て
き
た
の
で
、
昨
日
、
瀬
戸
少
輔
五
郎
に
直

　
ち
に
渡
海
す
る
よ
う
命
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑤
来
島
衆
が
宮
床
に
渡
海
し
て
申
す
に
は
、
道
後
へ
有
田
加
賀
守
が
渡
海
し
て
弓
勢

　
の
手
筈
が
調
っ
た
な
ら
十
六
・
十
七
日
に
は
重
見
表
に
発
向
す
る
予
定
で
あ
り
、

　
一
刻
も
早
く
経
道
（
有
田
加
賀
守
）
に
道
後
へ
渡
っ
て
双
方
新
山
の
破
却
の
件
を
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調
え
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⑥
先
頃
、
道
後
局
方
よ
り
七
郎
左
衛
門
に
内
状
を
も
た
せ
、
ま
た
今
度
も
南
・
宗
近

　
に
重
ね
て
申
し
越
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
以
後
は
誰
で
も
よ
い
が
今
は
一
通

　
り
の
調
整
を
は
か
る
必
要
上
、
何
と
し
て
も
有
田
に
渡
海
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と

　
で
あ
り
、
そ
れ
は
五
竜
（
宍
戸
）
よ
り
こ
の
間
申
さ
れ
て
き
た
の
と
同
じ
内
容
の

　
要
望
で
あ
る
。

⑦
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
有
田
が
渡
海
し
て
く
れ
れ
ば
隆
景
と
し
て
も
あ
り
が
た

　
い
。
三
ケ
斎
う
ち
つ
づ
い
て
遥
々
と
渡
海
を
求
め
、
老
い
た
る
身
に
辛
労
を
負
わ

　
せ
る
の
は
忍
び
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
今
年
は
正
月
か
ら
先
月
に
か
け
て
ひ

　
と
し
お
辛
労
な
る
逗
留
を
さ
せ
、
さ
ら
に
又
こ
の
よ
う
に
申
し
遣
わ
す
の
は
、
老

　
体
に
向
か
っ
て
酷
で
あ
り
無
分
別
の
よ
う
で
も
あ
る
。
第
一
、
馳
走
や
苦
労
へ
の

　
報
酬
が
な
い
ま
ま
、
重
ね
て
遠
国
に
発
向
す
る
の
は
誠
に
大
変
な
こ
と
で
あ
ろ
う

　
が
、
三
年
来
の
帰
趨
は
こ
の
時
節
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
了
解
し
て
も
ら
え

　
れ
ば
あ
り
が
た
く
、
一
刻
も
早
い
渡
海
を
お
願
い
し
た
い
。

⑧
自
分
と
し
て
は
道
後
局
方
が
申
さ
れ
る
よ
う
に
長
く
逗
留
さ
せ
る
こ
と
は
考
え
て

　
お
ら
ず
、
そ
の
件
は
別
人
に
申
し
付
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。
重
見
表
へ
の
道
後
指

　
発
向
の
手
配
と
双
方
新
山
の
破
却
と
い
う
二
つ
の
案
件
を
調
え
た
な
ら
ば
、
翌
日

　
に
も
帰
宅
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑨
大
津
の
儀
に
つ
き
人
体
の
事
は
、
其
方
（
有
田
）
が
帰
っ
て
以
後
は
わ
け
も
分
か

　
ら
な
く
な
り
、
両
人
が
帰
国
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
た
経
道
（
有
田
）
が
渡
海
し
な

　
け
れ
ば
局
方
の
意
向
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
何
と
し
て
も
こ
の
た
び
ば
か
り
は
渡

　
海
を
お
願
い
し
た
い
。
少
し
は
そ
ち
ら
の
言
い
分
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
納
得
し

　
て
も
ら
い
た
い
。

⑩
合
力
の
儀
に
関
し
て
、
委
細
は
両
人
の
所
よ
り
申
し
遣
わ
す
の
で
、
乃
兵
（
乃
美

　
宗
勝
）
と
も
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
史
料
A
は
、
来
島
衆
や
道
後
局
・
宍
戸
氏
な
ど
に
よ
る
依
頼
を
う
け
て
、
隆
景
が

有
田
加
賀
守
旧
道
に
伊
予
へ
の
再
渡
海
を
命
じ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

再
渡
海
の
目
的
は
、
重
見
表
へ
の
平
岡
衆
（
道
後
衆
）
の
発
向
（
③
）
と
両
方
（
双

方
）
新
山
の
破
却
（
②
）
に
あ
た
っ
て
検
使
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

二
つ
の
案
件
が
調
っ
た
な
ら
ば
経
道
は
す
ぐ
に
帰
国
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
（
⑧
）
。
こ
の
二
案
件
は
、
と
も
に
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
で
あ
り
、

こ
の
他
に
も
宇
都
宮
氏
と
大
野
氏
の
不
穏
な
動
静
（
④
）
、
来
島
衆
の
宮
床
渡
海

（
⑤
V
、
道
後
局
と
宍
戸
氏
が
経
道
に
寄
せ
る
強
い
信
頼
感
（
⑥
）
な
ど
、
興
味
深

い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
史
料
B
は
、
隆
景
が
経
道
か
ら
の
申
請
を
了
承
し
、
近
年
伊
予
へ
の
使
者

と
し
て
再
三
馳
走
を
行
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
旨
を
述
べ
て
、
僅
か
な
が
ら
扶
助
を

加
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
二
つ
の
史
料
に
見
え
る
有
田
加
賀
守
経
道
は
、
永
禄
四
年
の
小
早
川
家
の
座
配
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

立
な
ど
に
見
え
る
隆
景
の
有
力
家
臣
で
あ
る
。
同
年
三
月
二
十
七
日
、
経
道
は
毛
利

元
畜
・
隆
元
父
子
の
沼
田
訪
問
の
際
に
、
こ
れ
に
同
行
し
て
き
た
熊
谷
と
保
利
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
酒
肴
米
炭
薪
等
を
調
え
る
役
目
を
勤
め
て
い
る
。
翌
日
、
会
所
に
お
け
る
饗
応
で

は
元
就
・
隆
元
へ
の
銘
々
進
上
に
あ
た
っ
て
再
進
の
勤
め
に
当
た
り
、
閏
三
月
一
日

の
会
所
に
お
け
る
饗
応
で
は
五
言
の
再
進
、
同
五
日
の
暇
乞
い
の
饗
応
で
も
五
献
の

再
進
の
役
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
有
田
経
道
は
、
毛
利
・
小
早
川
氏
の
北
九
州
計
略
に
お
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
萩
藩
『
閥
閲
録
』
巻
三
一
「
山
田
吉
兵
衛
」
に
収
録
さ
れ
た
正
月
十

日
付
の
隆
景
書
状
（
山
田
民
部
丞
宛
）
に
は
、
「
今
度
高
橋
操
付
而
、
遥
々
有
下
向

辛
労
候
、
其
段
髄
心
労
可
令
演
説
候
、
猶
有
　
加
可
申
立
」
と
あ
り
、
筑
前
宝
満
城

主
の
高
橋
鑑
種
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
た
め
九
州
に
下
向
し
た
山
田
民
部
丞
（
満

重
）
の
も
と
に
、
小
早
川
隆
景
は
有
田
経
道
を
遣
わ
し
て
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
高

橋
奄
々
が
芸
州
方
に
内
通
の
意
思
を
示
し
た
永
禄
五
年
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
同
六
年
か
ら
将
軍
義
輝
の
調
停
で
芸
州
方
と
大
友
方
の
和
平
交
渉
が
開
始
さ
れ

る
と
、
講
和
条
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
筑
前
香
春
嶽
城
の
破
却
に
つ
い
て
、
宗
像
氏
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

ら
が
有
田
経
道
を
通
じ
て
隆
景
に
破
却
の
中
止
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
前
述
の
百
態
『
閥
閲
録
』
巻
三
一
「
山
田
吉
兵
衛
」
に
は
、
い
ず
れ
も
十
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一
月
の
日
付
で
有
田
経
道
・
山
田
満
重
の
両
人
に
宛
て
た
書
状
の
写
が
八
通
収
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
通
を
次
に
掲
げ
る
。

　
又
童
画
に
も
。
尋
茂
御
存
分
二
被
仰
付
候
、
殿
様
・
隆
景
様
き
と
御
下
向
之
由
候
、
此
節
諸

　
口
軽
古
論
、
首
尾
可
相
調
候
　

彼
方
角
劇
談
之
首
尾
相
調
早
事
珍
重
候
、
就
其
至
宗
像
一
勢
下
向
候
、
妾
御
事
博

多
百
中
御
昼
廻
由
肝
要
候
、
不
可
有
御
緩
候
、
猶
護
心
院
可
憐
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
市
川
）

　
　
　
　
十
一
月
五
日

有
田
加
賀
守
殿

山
田
民
部
丞
殿
　
御
旅
所

　
多
子
（
撫
女

　
元
祐

ハ
　
モ
　

　
夕
方

（
赤
川
〉

　
元
保

　
う
ま
　

　
宗
勝

（
；
道
）

　
元
保

判 半rJ　半IJ　半rJ　半IJ　半U

　
こ
の
文
書
は
、
芸
州
方
の
諸
将
が
有
田
・
山
田
の
両
人
に
対
し
北
九
州
の
国
人
層

の
組
織
化
に
尽
力
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
、
両
人
を
博
多
表
に
逗
留
さ
せ
て
殿
様

（
元
就
か
）
と
心
馳
の
下
向
の
準
備
を
調
え
る
よ
う
指
令
し
て
い
る
。
『
閥
閲
録
』

の
刊
本
で
は
、
こ
れ
ら
八
通
の
書
状
を
永
禄
十
一
年
（
一
通
の
み
同
十
年
）
に
比
定

し
て
い
る
が
、
十
一
月
十
八
日
付
の
宗
像
氏
貞
書
状
（
有
田
経
道
・
山
田
満
重
宛
）

に
「
隆
景
、
佐
東
御
着
之
由
申
候
、
定
而
近
々
可
為
御
下
着
候
哉
」
と
あ
る
か
ら
、

隆
景
が
ま
だ
九
州
に
下
向
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
隆
景
は
永
禄
十
一
年
八
月
以
降
、
九
州
に
下
向
し
て
大
友
方
と
交
戦
し
て
い
る

か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
状
は
永
禄
十
一
年
十
一
月
で
は
あ
り
え
な
い
。
大
友
勢
の
攻
撃

に
よ
り
豊
前
松
山
城
が
危
機
に
瀕
し
て
い
た
永
禄
五
年
十
一
月
の
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
有
田
経
道
は
山
田
満
重
と
と
も
に

博
多
方
面
に
在
陣
し
、
隆
景
ら
の
九
州
下
向
に
先
ん
じ
て
国
人
層
を
芸
州
方
に
組
織

す
る
任
務
を
帯
び
て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
十
二
月
二
日
付
の
筑
紫
鎮
恒

書
状
に
お
い
て
は
、
満
重
は
「
御
使
節
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

　
馬
部
隆
弘
氏
は
、
山
田
満
重
が
北
九
州
や
山
陰
な
ど
境
目
経
略
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
毛
利
氏
の
検
使
で
あ
る
と
し
、
彼
は
毛
利
氏
譜
代
の
家
臣
で
は
な
く
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
才
能
を
買
わ
れ
て
抜
擢
さ
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
山
田
満
重
が
毛
利
氏

の
検
使
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
様
の
活
動
を
し
た
有
田
経
道
は
小
早
川
氏
の
検
使

と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
芸
州
方
の
北
九
州
支
配
は
、
毛
利
氏
と
小
早
川
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
検
使
を
派
遣
し
て
、
元
就
と
隆
景
の
意
向
を
直
接
現
地
に
伝
え
、
国
人

の
組
織
化
を
図
る
形
で
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
永
禄
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
有
田
経
道
は
毛
利
・
小
早

川
方
の
北
九
州
計
略
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
友
勢
の

来
襲
に
備
え
、
山
田
満
重
と
と
も
に
北
九
州
の
国
人
層
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
の
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

作
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
道
が
小
早
川
氏
の
伊
予
計
略
に
も
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
が
、
前
掲
の
史
料
A
と
B
で
あ
る
。
と
り
わ

け
史
料
A
に
よ
れ
ば
、
三
ケ
年
つ
づ
け
て
渡
海
を
命
じ
ら
れ
た
有
田
加
賀
は
、
こ
の

年
正
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
伊
予
に
逗
留
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
⑦
）
。

そ
し
て
、
経
道
は
よ
う
や
く
安
芸
に
帰
国
し
た
と
思
っ
た
の
も
っ
か
の
間
、
四
月
三

日
に
再
び
伊
予
へ
の
渡
海
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
史
料

A
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
予
国
内
の
政

治
状
況
を
整
理
し
な
が
ら
、
史
料
の
語
る
内
容
を
読
み
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

二
　
小
早
川
隆
景
書
状
写
の
年
次
比
定

　
前
掲
の
史
料
A
の
①
に
は
、
南
源
右
衛
門
尉
と
宗
近
右
衛
門
尉
の
両
人
が
道
後
よ

り
帰
り
、
隆
景
の
も
と
に
参
っ
て
報
告
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
⑥
か

ら
は
、
道
後
局
が
両
人
を
通
じ
て
有
田
経
道
を
道
後
に
招
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も

分
か
る
。
⑨
⑩
に
見
え
る
「
両
人
」
も
南
と
宗
近
を
指
し
た
と
思
わ
れ
、
両
人
は
経
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永禄期の河野氏権力と芸州川岡　勉

道
の
再
渡
海
を
求
め
る
伊
予
側
の
要
請
を
小
早
川
方
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
南
源
右
衛
門
尉
は
天
正
四
年
六
月
十
日
の
「
小
早
川
家
座
配
書
立
」
な
ど
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
＞

え
る
隆
景
の
家
臣
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
時
、
隆
景
は
ど
こ
に
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
⑤
に
は
、
来
島
衆
が
宮
床
に
渡
海
し
て
有
田
経
道
の
道
後
へ
の
再
渡
海
を
隆
景
に

懇
望
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
盤
景
は
忠
海
の
法
言
浦
に
い
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
忠
海
と
言
え
ば
、
溶
血
の
重
臣
で
あ
る
乃
美
宗
勝
の
本
拠
地
で
あ

り
、
小
早
川
氏
の
水
軍
基
地
で
あ
る
。
小
早
川
氏
が
伊
予
と
連
絡
を
取
り
合
う
上
で
、

忠
海
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。

　
筆
者
は
旧
稿
に
お
い
て
、
永
禄
十
一
年
五
月
に
小
早
川
隆
景
と
宍
戸
隆
家
が
伊
予

国
の
「
取
操
」
の
た
め
沼
田
に
逗
留
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
五
月

十
八
日
の
隆
景
書
状
な
ど
に
は
、
二
人
が
「
豊
津
」
に
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

だ
け
で
、
「
当
津
」
が
沼
田
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
同
年
と
み
ら
れ
る
四
月
三
日
付
の
毛
利
輝
元
書
状
に
は
、
隆
家
が
「
与
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

之
持
」
に
つ
き
忠
海
ま
で
罷
り
出
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
隆
景
と
虚

心
が
い
た
の
は
沼
田
で
は
な
く
忠
海
と
み
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
で
旧
稿

は
修
正
を
要
す
る
。
五
月
二
十
六
日
の
隆
景
書
状
に
も
、
大
友
勢
が
曲
豆
前
の
長
野
弘

勝
退
治
に
出
兵
し
た
と
す
る
知
ら
せ
が
届
い
た
の
は
忠
海
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

お
り
、
こ
の
時
期
、
隆
祥
と
百
家
は
忠
海
に
在
陣
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
旧
稿
で
は
、
同
時
期
に
小
早
川
家
臣
の
乃
美
新
四
郎
（
乃
美
宗
勝
の
弟
）
と
宍
戸

家
臣
の
佐
々
部
美
作
守
が
道
後
に
滞
在
し
て
伊
予
の
計
略
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
乃
美
心
四
郎
が
小
早
川
氏
の
検
使
で
あ
り
、
佐
々
部
美
作
守
は
宍
戸
氏

の
検
使
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
河
野
氏
側
か
ら
は
垣
生
盛
周
と

大
内
信
泰
が
芸
州
に
渡
っ
て
宍
戸
氏
や
小
早
川
氏
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
七
月
十
九
日
付
の
隆
景
・
隆
家
連
署
状
に
よ
れ
ば
、
「
当
事
」
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
∀

り
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
隆
家
を
盛
周
が
引
き
留
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
史
料
A
の

④
に
お
い
て
、
大
津
へ
の
番
衆
の
派
遣
を
感
量
に
要
請
し
て
き
た
「
垣
賀
」
が
、
そ

の
垣
生
盛
周
で
あ
る
。

　
④
に
は
、
大
津
番
衆
の
派
遣
を
急
が
な
い
と
宇
都
宮
曲
豆
綱
と
大
野
氏
が
押
さ
え
て

し
ま
う
恐
れ
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
旧
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
津
を
は
じ
め
郡

内
（
喜
多
郡
）
一
帯
を
勢
力
圏
と
す
る
宇
都
宮
氏
は
、
永
禄
九
年
夏
頃
か
ら
河
野
氏

に
背
い
て
土
佐
一
条
氏
と
結
ぶ
動
き
を
見
せ
始
め
、
来
島
通
康
・
平
岡
房
実
を
中
心

と
す
る
河
野
勢
が
翌
十
年
の
二
月
頃
か
ら
郡
内
攻
め
を
行
っ
た
。
来
島
と
平
岡
は
九

月
二
十
一
日
に
土
佐
よ
り
大
津
表
へ
の
通
路
に
二
つ
の
城
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
＞

小
早
川
方
に
も
一
城
を
確
保
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
芸
州
勢
が
河

野
方
の
援
軍
と
し
て
伊
予
に
出
兵
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
翌
永
禄
十
一
年
に
な
る
と
、
小
早
川
隆
景
は
九
州
に
い
た
昏
眠
宗
勝
を
伊
予
に
呼

び
寄
せ
、
二
月
の
鳥
坂
合
戦
に
お
い
て
宇
都
宮
氏
を
支
援
す
る
土
佐
一
条
勢
を
撃
退

さ
せ
て
い
る
。
三
月
に
は
隆
景
自
身
を
は
じ
め
、
宍
戸
函
嶺
・
吉
川
元
春
・
福
原
貞

俊
ら
が
、
続
々
と
伊
予
に
渡
海
し
て
大
津
周
辺
に
兵
を
進
め
た
。
隆
景
は
宇
都
宮
両

城
を
は
じ
め
郡
内
表
を
制
圧
し
た
後
、
芸
州
に
帰
国
を
果
た
し
て
い
る
。

　
以
上
の
推
移
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
と
、
四
月
三
日
の
日
付
を
も
つ
史
料
A
は
、
永

禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
。
本
文
書
の
⑦
に
見

え
る
有
田
経
道
が
正
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
殊
に
辛
労
な
る
逗
留
を
行
っ
た
と
す
る

記
述
は
、
こ
の
年
の
南
伊
予
に
お
け
る
宇
都
宮
二
条
方
と
道
後
衆
・
芸
州
勢
と
の

交
戦
の
事
実
と
符
合
し
て
い
る
。
三
月
初
旬
に
伊
予
に
渡
海
し
た
隆
景
が
、
い
つ
芸

州
に
帰
国
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
三
月
末
に
は
忠
海
に
帰
還
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
華
美
宗
勝
は
四
月
以
降
も
伊
予
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
経
道
に
再
渡
海
を
求
め
た
隆
景
は
、
宗
勝
と
相
談
を
重
ね
る

よ
う
に
命
じ
て
い
る
（
⑩
）
。
や
は
り
永
禄
十
一
年
の
も
の
と
み
ら
れ
る
十
月
二
日

付
の
書
状
で
、
属
島
は
渥
美
宗
勝
に
宛
て
て
伊
予
計
略
に
関
す
る
指
令
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
も
「
有
加
所
へ
之
儀
、
唯
今
折
紙
倍
率
間
可
寝
待
測
候
」
と
記
さ
れ

　
　
ハ
お
　

て
い
る
。
隆
景
は
経
道
に
折
紙
を
遣
わ
し
書
勝
と
相
談
さ
せ
て
伊
予
の
計
略
を
図
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
経
道
の
活
動
を
評
価
し
た
隆
景
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
九
月
二

十
五
日
付
の
書
状
（
史
料
B
）
に
お
い
て
、
伊
予
へ
の
度
重
な
る
使
者
と
し
て
の
馳
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走
を
忘
却
し
な
い
こ
と
を
誓
い
、
扶
助
を
加
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
三
年
後
の
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
閏
十
一
月
二
十
五
日
、
隆
景
は
神
保
対

馬
守
の
伊
予
へ
の
長
期
逗
留
を
ね
ぎ
ら
う
書
状
の
中
で
、
「
於
旨
儀
者
油
有
　
賀
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

降
服
間
不
能
詳
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
経
道
の
伊
予
と
の
関
わ
り
は
、
天
正
年
間
に

入
っ
て
も
続
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
経
道
は
永
禄
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
毛
利
・
小
早

川
方
の
北
九
州
計
略
に
重
要
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
特
に
永
禄
五
年
十
一
月
目

は
、
山
田
百
重
と
と
も
に
北
九
州
の
国
人
層
を
組
織
化
す
る
上
で
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
予
国
内
の
軍
事
情
勢
が
緊
張
す
る
中
で
伊
予
に
赴
き
、

度
々
海
景
の
意
を
体
し
て
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
単
に
隆
景

の
命
を
う
け
て
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
伊
予
側
の
懇
望
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
こ
と
を
史
料
A
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
道
を
伊
予
に
招
こ
う
と
し

た
伊
予
側
の
事
情
に
つ
い
て
、
史
料
の
内
容
を
さ
ら
に
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
。

三
　
小
早
川
氏
に
よ
る
検
使
派
遣
と
伊
予

　
史
料
A
が
永
禄
十
↓
年
（
一
五
六
八
）
四
月
三
日
付
の
隆
景
書
状
写
で
あ
っ
た
と

結
論
づ
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
本
文
書
は
旧
稿
で
は
十
分
解
明
で
き
な
か
っ
た
新
た

な
事
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
本
文
書
を
組
み
込
み
な
が
ら
、

あ
ら
た
め
て
当
該
期
の
伊
予
と
芸
州
勢
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
史
料
A
か
ら
は
、
伊
予
側
の
要
請
を
う
け
て
隆
景
が
有
田
経
道
に
伊
予
へ
の
再
渡

海
を
命
じ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
再
渡
海
の
主
た
る
目
的
は
、
両
方
（
双
方
）

新
山
の
破
却
（
②
・
⑤
・
⑧
）
と
重
見
表
へ
の
道
器
皿
（
平
岡
衆
）
発
向
の
手
配
（
③
・

⑤
・
⑧
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
案
件
に
関
し
て
、
い
ず
れ
も
検
使
と
し
て
経
道

に
出
向
い
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
両
方
新
山
の
破
却
と
は
、
言
葉
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
二
つ
の
新
山
城
の
破
却
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
具
体
的
に
そ
九
が
ど
こ
の
城
を
指
し
て
い
る
か
、
残
念
な
が

ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
河
野
・
芸
州
方
の
城
な
の
か
、
そ
れ
と
も
宇

都
宮
・
一
条
方
の
城
な
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
し
て
道
後
か
ら

の
使
者
が
挿
薬
の
了
解
を
求
め
（
②
）
、
来
島
衆
が
宮
床
ま
で
渡
海
し
て
願
い
出
て

い
る
（
⑤
）
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
小
早
川
氏
の
確
保
し
て
い
た
城
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
重
見
表
へ
の
発
向
の
件
も
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
四
月
十
六
・
十
七

日
目
発
向
が
予
定
さ
れ
る
（
③
）
重
見
表
と
は
↓
体
ど
こ
な
の
か
、
明
ら
か
で
は
な

い
。
重
見
と
言
え
ば
、
何
よ
り
も
河
野
氏
配
下
の
有
力
領
主
で
あ
る
重
見
氏
の
名
前

が
思
い
浮
か
ぶ
。
重
見
氏
は
幾
つ
か
の
流
れ
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ

の
動
静
が
つ
か
み
に
く
い
一
族
で
あ
る
。
重
見
氏
は
風
早
郡
の
日
高
山
城
の
城
主
を

代
々
務
め
て
い
る
ほ
か
、
府
中
の
石
井
山
城
に
拠
っ
て
道
前
方
面
を
支
配
し
た
重
見

氏
、
さ
ら
に
は
道
後
平
野
南
部
か
ら
山
間
部
に
か
け
て
の
地
域
で
活
動
し
た
一
族
も

い
る
。
十
五
世
紀
半
ば
の
史
料
に
見
え
る
重
見
飛
騨
身
魂
實
な
ど
は
、
道
後
平
野
南

方
で
活
動
し
た
重
見
氏
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
り
、
久
万
山
の
大
野
氏
や
伊
予
郡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ソ

森
山
氏
な
ど
と
提
携
し
な
が
ら
、
幕
府
の
管
領
細
川
氏
と
結
ぶ
動
き
を
示
し
た
。

　
「
重
見
系
図
」
に
よ
れ
ば
重
見
氏
は
河
野
氏
の
有
力
庶
流
家
で
あ
る
得
能
氏
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

分
か
れ
た
一
族
で
あ
る
と
言
う
。
も
と
は
浮
穴
郡
麻
生
の
重
光
（
重
見
津
）
か
ら
出

た
と
さ
れ
、
重
光
に
隣
接
す
る
八
倉
城
の
城
主
が
重
見
氏
で
あ
っ
た
と
す
る
伝
承
が

　
　
　
残
る
。
八
倉
山
か
ら
南
方
に
尾
根
筋
を
登
っ
た
地
点
に
あ
る
谷
上
山
宝
珠
寺
に
は
戦

国
期
の
得
能
氏
の
寄
進
状
が
伝
来
し
て
い
た
よ
う
で
、
浮
穴
郡
か
ら
伊
予
郡
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

て
の
］
帯
に
重
見
氏
・
得
能
氏
の
勢
力
が
及
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
道
後
事
が
重

見
表
に
発
向
し
よ
う
と
し
た
永
禄
十
一
年
四
月
は
、
喜
多
郡
大
津
の
宇
都
宮
氏
と
の

緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
重
見
表
と
は
道
後
平
野
南

西
か
ら
山
間
部
の
方
面
を
指
す
可
能
性
が
一
番
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
四
月
十
九
日
に
来
島
合
力
の
た
め
安
芸
の
敬
重
固
衆
の
大
動
員
が
命
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
道
後
衆
の
重
見
表
発
向
を
海
上
か
ら
援
助
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

　
　
（
2
2
）

た
ろ
う
。
し
か
し
、
南
伊
予
の
戦
乱
は
容
易
に
決
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
五
月
十

四
日
付
の
小
早
川
隆
景
書
状
（
乃
美
食
勝
宛
）
に
は
、
「
以
下
次
左
、
最
前
可
為
被
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永禄期の河野氏権力と芸州川岡　勉

申
越
之
首
尾
之
条
、
曽
祢
動
薄
明
候
者
、
則
各
可
有
帰
陣
之
処
、
ロ
ハ
今
到
来
相
違
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
∀

趣
候
、
能
々
可
被
葉
分
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
隆
景
は
来
島
親
類
中
で
あ
る
宿
次

左
（
下
嶋
次
郎
左
衛
門
尉
）
と
の
打
ち
合
わ
せ
通
り
、
喜
多
郡
の
曽
祢
に
お
け
る
合

戦
を
終
了
さ
せ
て
芸
州
勢
を
早
く
撤
兵
さ
せ
た
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
い
の

ほ
か
に
手
間
取
っ
て
宗
勝
の
帰
国
が
遅
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
隆
景
は
宗
勝
に
宛
て
た
十
月
二
日
付
の
書
状
で
は
、
「
道
後
表
村
河
来
島
衆
出
頭

之
由
、
誠
可
然
候
、
下
須
南
宗
相
渡
、
重
見
衆
失
心
事
階
調
、
興
言
嶋
可
有
御
下
向

之
由
、
尤
可
然
候
、
何
と
様
に
も
弥
調
法
儀
、
御
嵩
息
肝
要
候
、
然
間
皆
色
家
、
北

左
衛
門
尉
事
、
可
被
差
出
之
由
、
昨
日
申
此
岸
、
有
加
所
へ
之
儀
、
唯
今
折
紙
管
玉

問
、
可
被
爆
談
候
、
定
而
事
六
ケ
敷
可
申
候
、
先
在
陣
珍
事
大
間
、
理
可
被
仰
聞
候
、

け
に
く
草
臥
候
て
不
成
候
者
、
右
京
成
共
、
可
差
遣
二
二
」
候
ハ
・
、
可
竜
馬
節
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

と
申
し
送
っ
て
い
る
。
下
須
戒
に
渡
っ
て
重
見
衆
を
追
い
払
う
た
め
に
、
隆
景
は
宗

勝
に
興
居
島
下
向
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
も
有
田
経
道
に
折
紙
を
遣

し
、
単
勝
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
行
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
史
料
A
の
③
か
ら
は
重
見
表
発
向
の
主
体
は
平
岡
衆
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
し
か
し
、
⑤
に
よ
れ
ば
来
島
衆
も
重
見
表
発
向
に
む
け
て
経
道
の
渡
海
を
求

め
て
お
り
、
平
岡
氏
の
単
独
行
動
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
⑧
に
は
「
道
後
衆

出
勢
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
岡
衆
を
中
心
と
す
る
河
野
勢
の
軍
事
行
動
で
あ

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
河
野
通
二
期
に
道
後
の
河
野
氏
権
力
の
中
枢
に
い
た
の
は
来
島
通
康
と
平
岡
房
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
永
禄
十
年
十
月
に
通
康
が
病
に
倒
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

時
、
小
早
川
隆
景
は
平
岡
と
能
島
ば
か
り
で
は
心
配
だ
と
述
べ
て
お
り
、
来
島
衆
と

緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
芸
州
勢
に
よ
る
伊
予
へ
の
軍
事
支
援
を
強
め
て
い

く
の
で
あ
る
。
永
禄
十
一
年
三
月
に
隆
景
自
身
が
伊
予
に
渡
海
し
た
時
、
来
島
衆
の

中
心
で
あ
る
村
上
越
後
守
や
村
上
河
内
守
が
道
後
へ
帰
る
と
い
う
風
聞
を
耳
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

隆
景
は
、
そ
れ
を
制
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
来
島
衆
は
芸
州
方
と
提
携
し
て
南
伊

予
攻
め
の
主
力
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
道
後
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
道
後
権
力
の
中
枢
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

が
平
岡
氏
で
あ
る
。
五
月
九
日
、
道
後
に
派
遣
し
た
使
者
に
書
状
を
送
っ
た
宍
戸
邦

家
は
、
「
里
並
局
」
（
河
野
通
宣
の
も
と
に
嫁
い
だ
三
家
嫡
女
）
お
よ
び
平
岡
通
資
（
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
の
子
息
）
と
懇
意
に
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
通
町
が
病
に
倒
れ
て
牛
福
通
直

に
代
替
わ
り
す
る
時
期
に
、
道
後
の
河
野
氏
権
力
は
湯
早
雪
と
平
岡
氏
に
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
河
野
方
と
す
れ
ば
、
道
後
平
野
南
部
か
ら
伊
予
郡
・
浮
穴
郡
・
喜
多
郡
に
か
け
て

の
山
方
領
主
た
ち
が
土
佐
一
条
氏
と
つ
な
が
る
動
き
を
示
す
中
で
、
重
見
表
に
発
向

す
る
と
と
も
に
、
海
上
か
ら
も
郡
内
に
攻
め
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
河
野
方
の
海
上

勢
力
で
あ
る
来
島
衆
は
、
前
篇
宗
勝
を
中
心
と
す
る
芸
州
勢
の
援
軍
を
得
て
、
海
上

か
ら
大
津
方
面
を
攻
め
立
て
る
作
戦
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
に
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
が
、
肱
川
河
口
部
に
位
置
す
る
下
須
戒
の
城
で
あ
る
。
八

月
十
五
日
付
の
吉
良
親
貞
書
状
に
よ
れ
ば
、
来
島
衆
の
村
上
河
内
守
が
下
須
戒
を
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
落
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
前
述
十
月
二
日
付
隆
景
書
状
で
も
、
宗
勝
を

い
っ
た
ん
興
居
島
に
下
向
さ
せ
、
こ
こ
に
海
上
勢
力
を
集
結
さ
せ
た
上
で
、
肺
肝
戒

に
渡
り
重
見
衆
を
追
い
払
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
宗
勝
が
興
居
島
に
芸
州
の
軍
勢

を
渡
海
さ
せ
た
こ
と
、
大
津
・
八
幡
両
城
に
籠
城
す
る
宇
都
宮
方
に
宛
て
て
「
足
弱

地
下
人
」
や
私
財
雑
四
馬
な
ど
を
急
須
戒
に
引
き
渡
す
よ
う
求
め
た
こ
と
は
、
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

の
宗
勝
言
上
状
に
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
史
料
A
よ
り
、
宥
田
経
道
の
渡
海
が
、
平
岡
衆
・
来
島
衆
の
み
な
ら
ず
、

「
道
後
局
」
お
よ
び
「
五
竜
」
（
宍
戸
氏
）
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
⑥
に
よ
れ
ば
、
道
後
局
は
七
郎
左
衛
門
に
内
状
を
も
た
せ
、
芸
州
へ
帰
国

す
る
南
・
宗
近
両
人
に
も
自
分
の
思
い
を
伝
え
さ
せ
て
、
隆
景
に
経
道
を
再
度
伊
予

に
渡
海
す
る
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
そ
れ
は
宍
戸
氏
の
意
向
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
⑧
に
お
い
て
は
、
道
後
局
が
経
道
に
し
ば
ら
く
伊
予
に
逗
留
し
て
く
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
道
三
局
と
は
、
河
野
氏
の
当

主
通
宣
に
嫁
い
だ
宍
戸
隆
家
の
嫡
女
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
女
の
活
動
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
は
、
西
尾
和
美
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
女
が
「
道
後
添
」
・
「
突

付
局
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
る
早
い
史
料
は
、
永
禄
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
三
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お
　

月
十
一
日
付
の
小
早
川
絶
景
書
状
お
よ
び
五
月
九
日
付
の
宍
戸
隆
家
書
状
で
あ
る
。

隆
景
書
状
か
ら
は
、
「
道
後
御
局
」
が
伊
予
に
渡
海
し
て
き
た
隆
景
を
三
津
に
立
ち

寄
る
よ
う
に
招
い
た
こ
と
、
し
か
し
隆
景
は
そ
の
誘
い
を
断
っ
て
一
刻
も
早
く
鼻
口

（
大
津
方
面
で
あ
ろ
う
）
へ
と
急
い
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
隆
家
書
状
の
方
は
、
前

述
し
た
通
り
、
道
後
に
派
遣
し
た
使
者
に
対
し
て
、
「
紐
付
局
」
お
よ
び
平
岡
通
年

と
懇
意
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
先
に
推
定
し
た
よ
う
に
、
四
月
三
日
の
日
付
を
も
つ
史
料
A
も
永
禄
十
一
年
の
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
隆
家
嫡
女
（
道
後
悔
）
の
動
き
を
示
す
早
い
時
期
の

史
料
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
、
病
が
ち
の
通
宣
か
ら
牛
福
通
弁
へ
と

河
野
氏
当
主
の
代
替
わ
り
が
行
わ
れ
た
。
隆
家
嫡
女
は
、
父
宍
戸
隆
家
・
叔
父
小
早

川
蛭
類
と
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
新
当
主
通
直
の
母
親
と
し
て
河
野
氏

を
支
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
。
彼
女
は
芸
州
と
の
一
体
的
な
関
係
を
強
め
な
が

ら
、
通
直
成
人
以
後
も
自
ら
書
状
を
発
給
し
て
諸
事
に
対
処
し
、
河
野
氏
の
再
晩
年

に
至
る
ま
で
道
後
権
力
の
中
心
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
た
。

　
幼
い
牛
福
を
後
見
す
る
隆
家
嫡
女
が
、
平
岡
氏
に
代
表
さ
れ
る
旧
来
の
河
野
氏
家

臣
子
に
依
拠
す
る
↓
方
で
、
杉
原
氏
や
二
神
氏
な
ど
、
信
頼
を
お
け
る
新
た
な
側
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

家
臣
の
登
用
を
図
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
史
料
A
に
お
い
て
、
彼
女
が
有

田
経
道
の
再
渡
海
を
求
め
、
経
道
に
し
ば
ら
く
伊
予
に
逗
留
す
る
よ
う
望
ん
で
い
る

の
も
、
信
頼
で
き
る
小
早
川
氏
の
老
臣
が
自
ら
の
側
に
い
て
欲
し
い
と
願
う
彼
女
の

気
持
ち
を
う
か
が
わ
せ
る
。
伊
予
国
内
に
お
け
る
立
直
母
子
の
権
力
基
盤
は
、
決
し

て
安
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
芸
州
に
よ
る
支
援
態
勢
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　
最
後
に
、
史
料
A
の
④
・
⑨
に
見
え
る
大
津
の
番
衆
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

④
が
、
大
津
へ
の
番
衆
派
遣
を
急
が
な
い
と
宇
都
宮
曲
豆
綱
と
大
野
氏
が
押
さ
え
て
し

ま
い
か
ね
な
い
と
し
て
隆
景
に
番
衆
派
遣
を
要
請
し
た
と
理
解
で
き
る
な
ら
ば
、
こ

れ
は
河
野
方
よ
り
小
早
川
氏
に
大
津
番
衆
を
差
配
す
る
よ
う
に
求
め
た
も
の
と
い
う

　
　
　
　
ハ
　

こ
と
に
な
る
。
大
津
は
土
佐
一
条
氏
と
結
ん
で
河
野
氏
に
敵
対
す
る
動
き
を
示
し
た

宇
都
宮
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、
喜
多
郡
一
帯
を
確
保
す
る
上
で
決
定
的
に
重
要
な
戦

略
上
の
要
地
で
あ
っ
た
。
河
野
方
は
、
検
使
の
派
遣
と
並
ん
で
在
番
体
制
の
整
備
を

小
早
川
氏
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
前
年
十
月
十
三
日
付
の
隆
景
書
状
に
よ
れ
ば
、
来
島
氏
と
平
岡
氏
が
土
佐
よ
り
大

津
表
に
向
か
う
通
路
に
二
つ
の
城
を
構
え
て
お
り
、
小
早
川
氏
に
も
一
城
を
構
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
来
島
衆
が
芸
州
側
に
懇
望
し
て
き
た
。
芸
州
側
は
要
請
に
応
じ
て
備
後
外
郡
衆

や
小
早
川
勢
を
渡
海
さ
せ
よ
う
と
図
っ
て
い
る
。
小
早
川
氏
の
伊
予
渡
海
は
、
「
今

度
与
州
へ
之
儀
、
来
島
以
扶
持
、
隆
元
・
我
等
頸
を
つ
き
た
る
事
候
、
其
恩
お
く
り

に
て
候
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
厳
島
合
戦
に
お
け
る
来
島
衆
の
協
力
へ
の
見
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

り
と
し
て
、
来
島
衆
の
要
請
に
応
え
る
形
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
翌
年
三
月
に
隆
景
自
ら
が
渡
海
し
た
の
を
は
じ
め
、
芸
州
勢
が
多
数
伊
予
に
渡
っ

て
喜
多
郡
一
帯
を
制
圧
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
史
料
A
が
書
か
れ
た

時
点
に
お
い
て
は
、
宇
都
宮
豊
綱
は
大
津
か
ら
逃
亡
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
豊
綱
は
大
野
氏
と
と
も
に
大
津
の
奪
還
を
は
か
る
動
き
を
示
し
、
緊

張
し
た
情
勢
が
続
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
河
野
方
は
追
山
に
対
し
早
急
に
番
衆
を
派

遣
し
て
欲
し
い
と
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
年
未
詳
な
が
ら
八
月
十
三
日
付
の
小
早
川
隆
景
書
状
（
乃
美
宗
勝
宛
）
に
は
、
「
今

朝
中
伊
二
御
返
事
得
仁
心
候
、
従
大
津
替
衆
型
番
之
領
髪
、
上
乗
二
遣
候
者
共
被
越
、

有
増
彼
方
之
趣
物
語
仕
候
、
就
其
木
谷
其
番
所
へ
、
田
坂
与
一
兵
衛
可
差
渡
と
無
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

趣
、
為
可
申
之
与
三
兵
衛
進
之
候
」
と
あ
り
、
同
じ
く
正
月
十
二
日
付
の
隆
景
書
状

（
乃
美
少
輔
十
郎
宛
）
に
も
「
大
津
面
泊
番
替
、
来
翰
二
日
差
渡
可
毒
心
条
、
軽
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

支
度
肝
要
不
可
有
御
緩
候
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
隆
々
が
大
津
番
衆

を
差
配
し
て
い
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
小
早
川
隆
景
を
は
じ
め
と
す
る
芸
州
勢
の
伊
予
渡
海
は
、
来
島
衆
の
要
請
に
よ
り

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
芸
州
の
勢
力
は
伊
予
国
内
に
深

く
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
史
料
A
お
よ
び
B
か
ら
も
、
そ

の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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永禄期の河野氏権力と芸州川岡 勉

お
わ
り
に

　
本
稿
に
お
い
て
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
『
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
』
（
五
）
に
収

録
さ
れ
た
二
通
の
小
早
川
隆
景
書
状
写
は
と
も
に
信
悪
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
、
四
月
三
日
付
の
史
料
A
は
、
永
禄
十
一
年
の
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
く
、
河
野
氏
権
力
の
あ
り
方
や
伊
予
と
芸
州
の
関
わ
り
を
考
え
る

上
で
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
戦
国
期
の
伊
予
の
地
域
史
に
は
、
河
野

氏
の
権
力
構
造
や
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
は
じ
め
と
し
て
、
ま
だ
不
明
な
部
分
が
少
な

く
な
い
。
さ
ら
な
る
史
料
の
発
掘
・
調
査
を
含
め
て
、
実
態
究
明
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

　
こ
の
書
状
が
出
さ
れ
た
永
禄
十
一
年
と
い
う
年
は
、
伊
予
に
お
い
て
は
河
野
氏
権

力
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
重
要
な
年
で
あ
る
。
西
尾
和
美
氏
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
河
野
氏
の
最
後
の
当
主
で
あ
る
羨
道
通
値
が
擁
立
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
芸
州

勢
力
が
湯
築
城
へ
浸
透
し
、
伊
予
国
内
お
よ
び
瀬
戸
内
の
諸
勢
力
の
関
係
が
再
編
さ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
河
野
氏
権
力
の
芸
州
と
の
一
体
化
は
、
単
な
る

芸
州
側
の
政
略
と
し
て
で
は
な
く
、
芸
州
勢
の
伊
予
渡
海
を
積
極
的
に
必
要
と
し
た

伊
予
側
の
事
情
か
ら
も
読
み
解
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
四
月
三
日
付
隆
景
書
状
に
お
い
て
も
、
伊
予
の
諸
勢
力
が
小
早
川
氏
の
検
使
と
し

て
有
田
経
道
の
渡
海
を
強
く
要
請
し
て
い
た
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
、
馬

部
隆
弘
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
毛
利
氏
の
検
使
が
史
料
上
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
の

は
永
禄
十
一
年
か
ら
で
、
そ
の
背
景
に
は
尼
子
氏
が
降
伏
し
て
毛
利
氏
が
公
権
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
検
使
は
多
用
な
任
務

を
帯
び
る
が
、
特
に
戦
時
下
の
軍
事
行
動
に
伴
っ
て
境
目
国
衆
か
ら
の
要
請
に
応
え

る
形
で
検
使
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
国
衆
へ
の
検
使
派
遣
と
在
番
体
制
の
整

備
と
は
政
策
と
し
て
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
国
衆
は
自
ら
の
存
続

の
た
め
に
毛
利
氏
へ
の
依
存
が
不
可
欠
と
認
識
し
て
検
使
派
遣
を
要
請
し
、
毛
利
氏

の
側
は
検
使
を
派
遣
す
る
こ
と
で
権
力
の
浸
透
度
を
高
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
論
じ
た
有
田
経
道
の
事
例
は
、
毛
利
氏
の
検
使
が
激
増
す
る
時
期
と
一
致

し
て
お
り
、
伊
予
側
か
ら
の
要
請
に
よ
る
こ
と
、
在
番
体
制
の
整
備
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
馬
部
氏
の
指
摘
に
符
合
す
る
点
が
少
な
く
な
い
。
南
伊
予
に

土
佐
勢
が
進
攻
す
る
と
い
う
危
機
を
迎
え
て
、
伊
予
の
諸
勢
力
は
小
早
川
氏
の
検
使

派
遣
を
強
く
要
請
し
、
芸
州
側
は
検
使
派
遣
を
通
じ
て
伊
予
国
内
に
急
速
に
勢
力
を

浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
馬
部
面
は
検
使
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
毛
利
本
宗
家
で
あ
り
、

吉
川
・
小
早
川
両
氏
は
、
軽
微
な
任
務
を
除
け
ば
、
独
自
に
検
使
を
派
遣
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
論
じ
た
有
田
経
道
の
事
例
は
、

小
早
川
氏
が
重
要
な
使
命
を
帯
び
た
検
使
を
独
自
に
派
遣
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
馬
部
氏
の
指
摘
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
北
九
州
計
略
に
際
し
て
毛
利
氏

と
小
早
川
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
山
田
満
重
と
有
田
経
道
を
派
遣
し
て
国
人
を
組
織
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
、
宍
戸
氏
と
小
早
川
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
佐
々
部
美
作
守
と
面
素
新

四
郎
を
道
後
に
渡
ら
せ
て
伊
予
の
計
略
に
当
た
ら
せ
た
こ
と
も
論
述
し
た
。
こ
の
よ

う
な
あ
り
方
を
み
る
と
、
毛
利
本
宗
家
し
か
検
使
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
す
る
評
価
は
再
考
を
要
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
昏
々
氏
の
研
究
は
、
毛
利
氏
の
検
使
事
例
を
集
積
し
て
九
九
の
事
例
に
つ
い
て
分

析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
因
幡
・
伯
書
以
西
の
山
陰
方
面
、
備
前
・
美
作
か
ら

周
防
・
長
門
に
至
る
山
陽
方
面
、
そ
し
て
北
九
州
方
面
の
事
例
が
対
象
で
、
本
稿
で

取
り
上
げ
た
伊
予
の
事
例
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
虫
部
氏
は
永
禄
十
一
年
頃
に
毛
利

氏
が
公
権
力
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
と
す
る
が
、
伊
予
の
側
が
検
使
派
遣
を

要
請
し
た
の
は
、
毛
利
氏
で
は
な
く
小
早
川
氏
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、

小
早
川
氏
が
瀬
戸
内
方
面
に
保
持
し
た
支
配
権
の
中
に
、
毛
利
本
宗
家
に
対
す
る
一

定
の
自
立
性
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
芸
州
の
権
力
は
、
毛
利
本
宗
家
を
中

心
と
す
る
一
元
的
な
構
成
を
と
っ
た
と
み
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
従
来
、
「
毛
利
両
川
体
制
」
と
い
う
言
い
方
で
権
力
構
造
を
一
体
視
す
る
見
方

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
捉
え
方
自
体
を
再
検
討
す
る
必
要
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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注（
1
）
川
岡
勉
「
永
禄
末
期
南
伊
予
の
戦
乱
を
め
ぐ
る
｝
考
察
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要

　
第
U
部
．
人
文
・
社
会
科
学
』
三
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）
。
以
下
、
本
文
で
「
旧
稿
」
と

　
す
る
の
は
総
て
こ
の
論
文
を
指
す
。

（
2
）
石
野
弥
栄
「
高
嶋
合
戦
再
論
」
（
『
西
南
四
国
歴
史
文
化
論
叢
　
よ
ど
』
五
、
二
〇
〇
四
年
）
。

（
3
）
三
重
野
誠
「
戦
国
期
大
友
氏
の
領
国
経
営
（
二
）
」
（
『
大
分
県
地
方
史
』
一
四
〇
、
一
九
九

　
〇
年
、
の
ち
三
重
野
『
大
名
領
国
支
配
の
構
造
』
所
収
）
。

（
4
）
馬
部
隆
弘
「
戦
国
期
毛
利
氏
の
領
国
支
配
に
お
け
る
『
検
使
』
の
役
割
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

　
一
九
二
、
二
〇
〇
四
年
）
。

（
5
）
（
永
禄
年
中
）
小
早
川
家
座
配
書
立
（
『
大
日
本
古
文
書
』
「
小
早
川
家
文
書
」
四
七
三
）
。
但

　
し
、
天
正
年
中
の
座
配
書
立
に
は
、
⑦
で
「
老
体
」
と
記
さ
れ
て
い
た
経
道
の
名
は
見
え
な
い
。

（
6
）
毛
利
元
就
父
子
雄
高
山
行
向
滞
留
日
記
写
（
『
大
日
本
古
文
書
』
「
小
早
川
家
文
書
」
一
二

　
三
。

（
7
）
二
月
六
日
宗
像
氏
貞
書
状
写
・
二
月
七
日
吉
田
良
喜
書
状
写
（
『
宗
像
市
史
　
史
料
編
　
第

　
二
巻
　
中
世
H
』
四
⊥
ハ
ニ
）
。

（
8
）
馬
部
隆
弘
「
戦
国
期
毛
利
氏
の
領
国
支
配
に
お
け
る
『
検
使
』
の
役
割
」
（
前
掲
）
。

（
9
）
ま
も
な
く
大
友
氏
と
の
和
平
が
成
立
し
て
戦
乱
は
終
息
し
た
が
、
同
十
一
年
に
な
る
と
再

　
び
大
友
氏
と
の
問
で
緊
張
関
係
が
高
ま
り
、
こ
の
年
七
月
に
大
友
勢
は
博
多
湾
に
近
い
立
花

　
城
を
襲
撃
し
て
陥
落
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
星
位
は
八
月
に
吉
川
元
春
ら
と
と
も
に
九

　
州
に
渡
り
、
反
撃
に
転
じ
た
。
翌
十
二
年
、
隆
景
は
宝
満
城
の
高
橋
鑑
種
と
連
絡
を
取
り
な

　
が
ら
立
花
城
奪
回
を
図
っ
た
。
そ
の
際
、
三
月
八
日
に
隆
景
が
鑑
種
の
も
と
に
派
遣
し
た
の

　
も
有
田
経
道
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
三
卿
伝
話
諸
所
編
『
毛
利
元
畜
卿
伝
』
）
。
閏
五
月
、
毛

　
利
・
小
早
川
方
は
立
花
城
を
攻
略
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
十
月
に
大
友
氏
の
支
援
を
う

　
け
た
大
内
輝
弘
が
山
口
を
急
襲
し
た
た
め
、
毛
利
・
小
早
川
勢
は
九
州
か
ら
撤
退
を
余
儀
な

　
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
0
）
（
天
正
年
中
）
小
早
川
家
座
配
書
立
（
『
大
日
本
古
文
書
』
「
小
早
川
家
文
書
」
四
七
五
。

（
1
1
）
五
月
十
八
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
愛
媛
県
史
　
資
料
編
　
古
代
・
中
世
』
二
〇
三
六
号
、

　
以
下
は
『
県
史
』
二
〇
三
六
と
略
記
す
る
。

（
1
2
）
四
月
三
日
毛
利
輝
元
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
二
七
）
。

（
1
3
）
五
月
二
十
六
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
三
八
）
。

（
1
4
）
七
月
十
九
日
小
早
川
三
景
・
宍
戸
里
家
連
署
状
（
『
県
史
』
二
〇
四
七
）
。

（
1
5
）
十
月
十
三
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
一
九
九
七
）
。

（
1
6
）
十
月
二
日
小
早
川
甲
山
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
五
一
）
。

（
1
7
）
（
天
正
二
年
）
閏
十
一
月
二
十
五
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
二
＝
ハ
一
）
。

（
1
8
）
川
岡
勉
「
中
世
伊
予
の
山
方
領
主
と
河
野
氏
権
力
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
第
且

　
部
　
人
文
・
社
会
科
学
』
三
六
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
の
ち
川
岡
『
中
世
の
地
域
権
力
と

　
西
国
社
会
』
所
収
）
。

（
！
9
）
伊
予
史
談
会
文
庫
『
重
見
家
記
資
料
　
一
～
三
』
所
収
。

（
2
0
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
3
9
愛
媛
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
○
年
）
。

（
2
1
）
大
永
七
年
二
月
十
八
日
得
能
当
世
寄
進
状
・
大
永
七
年
二
月
十
八
日
得
能
重
富
寄
進
状
・

　
天
文
廿
□
年
九
月
二
十
八
日
得
能
玄
蕃
寄
進
状
・
永
禄
十
｝
年
二
月
二
十
六
日
水
口
吉
治
寄

　
進
状
（
『
県
史
』
一
六
五
四
・
一
六
五
五
・
一
七
七
八
・
二
〇
二
二
）
。

（
2
2
）
四
月
十
九
日
毛
利
元
就
注
文
・
四
月
二
十
日
毛
利
元
就
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
三
〇
・
二
〇

　
三
こ
。

（
2
3
）
五
月
十
四
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
三
五
）
。

（
2
4
）
十
月
二
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
五
一
）
。
な
お
、
熊
本
市
史
総
務
課
歴
史
文

　
書
資
料
室
架
蔵
の
「
声
言
文
書
」
写
真
版
に
よ
っ
て
修
正
を
加
え
た
。

（
2
5
）
西
尾
和
美
「
戦
国
末
期
に
お
け
る
河
野
氏
権
力
と
来
島
通
康
」
（
西
尾
『
戦
国
期
の
権
力
と

　
婚
姻
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
目
。

（
2
6
）
十
月
十
三
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
一
九
九
七
）
。

（
2
7
）
三
月
十
一
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
二
六
）
。

（
2
8
）
五
月
九
日
宍
戸
娼
家
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
三
四
）
。

（
2
9
）
西
尾
和
美
コ
宍
戸
隆
家
嫡
女
の
生
涯
と
道
後
湯
築
城
」
『
四
国
中
世
史
研
究
』
六
、
二
〇
〇

　
一
年
、
の
ち
西
尾
『
戦
国
期
の
権
力
と
婚
姻
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
伊
予
側
に
あ
っ
て
芸
州

　
と
提
携
し
な
が
ら
牛
福
擁
立
を
進
め
る
動
き
の
中
心
は
平
岡
氏
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
3
0
）
八
月
十
五
日
吉
良
親
貞
書
状
写
（
『
し
ま
な
み
水
軍
浪
漫
の
み
ち
文
化
財
調
査
報
告
書
－
古
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文
書
編
一
』
「
藩
中
古
文
書
」
所
収
村
上
小
四
郎
蔵
文
書
1
5
）
。

（
3
1
）
永
禄
十
一
年
十
二
月
乃
美
宗
勝
言
上
状
（
『
県
史
』
二
〇
五
八
）
。

（
3
2
）
西
尾
和
美
『
戦
国
期
の
権
力
と
婚
姻
』
（
前
掲
）
。

（
3
3
）
三
月
十
一
日
小
早
川
隆
景
書
状
・
五
月
九
日
宍
戸
隆
家
書
状
（
『
県
史
』
二
〇
二
六
・
二
〇

　
三
四
）
。

（
3
4
）
西
尾
和
美
「
宍
戸
隆
家
嫡
女
の
生
涯
と
道
後
湯
築
城
」
（
前
掲
）
。

（
3
5
）
こ
の
史
料
で
宇
都
宮
豊
綱
と
並
記
さ
れ
て
い
る
大
野
氏
の
位
置
も
興
味
深
い
。
永
禄
十
一

　
年
と
推
定
さ
れ
る
入
月
十
五
日
付
の
吉
良
親
貞
書
状
（
村
上
河
内
守
宛
）
の
中
に
、
「
委
悉
大

　
野
方
可
有
伝
達
候
条
、
不
能
詳
」
と
あ
り
、
大
野
氏
が
伊
予
と
土
佐
の
橋
渡
し
的
な
存
在
で

　
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
『
し
ま
な
み
水
軍
浪
漫
の
み
ち
文
化
財
調
査
報
告
書
i
古
文

　
書
編
1
』
「
藩
中
古
文
書
」
所
収
村
上
小
四
郎
蔵
文
書
1
5
）
。

（
3
6
）
十
月
十
三
日
小
早
川
隆
景
書
状
．
・
十
一
月
三
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
県
史
』
一
九
九
七
・

　
一
九
九
八
）
。

（
3
7
）
年
月
日
未
詳
毛
利
元
就
書
状
（
『
県
史
』
一
八
九
九
）
。

（
3
8
）
八
月
十
三
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
『
新
熊
本
市
史
　
史
料
編
　
古
代
・
中
世
』
「
乃
美
文
書
」

　
一
四
七
）
。

（
3
9
）
正
月
十
二
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
萩
藩
『
譜
録
』
「
乃
美
宇
右
衛
門
国
興
」
）
。

（
4
0
）
西
尾
和
美
『
戦
国
期
の
権
力
と
婚
姻
』
（
前
掲
）
。

（
4
1
）
馬
部
隆
弘
「
戦
国
期
毛
利
氏
の
領
国
支
配
に
お
け
る
『
検
使
』
の
役
割
」
（
前
掲
）
。
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